
紹
　
介

介紹

山
本
隆
志
編
著

『
那
須
与
一
伝
承
の
誕
生

－
歴
史
と
伝
説
を
め
ぐ
る
相
剋
i
』

　
那
須
与
～
と
い
え
ば
、
元
暦
元
年
（
一
［
八

四
）
の
屋
島
合
戦
に
源
義
経
率
い
る
鎌
倉
方
軍
勢

の
一
人
と
し
て
参
戦
し
、
平
家
方
の
舟
に
掲
げ
ら

れ
た
扇
の
的
を
射
た
下
野
武
士
と
し
て
有
名
だ
が
、

実
は
彼
の
こ
と
を
記
し
た
信
頼
で
き
る
史
料
は
き

わ
め
て
少
な
い
。
む
し
ろ
編
者
の
山
本
隆
志
氏
が

「
伝
承
と
と
も
に
存
在
し
た
与
～
を
叙
述
し
て
み

た
い
」
（
は
し
が
き
）
と
す
る
よ
う
に
、
那
須
与

一
は
平
安
末
期
の
人
物
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
後

世
の
伝
承
の
中
で
こ
そ
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
意
外
な
こ
と
に
、
那
須
与
一
の
扇
射
伝

承
は
東
国
武
士
社
会
で
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
お

ら
ず
、
伏
見
即
成
院
や
瀬
戸
内
で
展
開
を
遂
げ
、

近
世
に
な
っ
て
下
野
那
須
岳
の
由
緒
に
組
み
込
ま

れ
た
と
い
い
、
列
島
規
模
の
広
が
り
を
も
つ
研
究

対
象
と
い
え
よ
う
。

　
伝
承
と
い
う
性
格
上
、
そ
の
形
成
や
受
容
の
背

景
を
お
さ
え
る
作
業
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
が
、

本
書
で
は
各
藩
の
執
筆
者
が
様
々
な
着
眼
点
か
ら
、

回
文
書
写
の
基
本
的
な
史
料
に
加
え
て
金
石
文
・

物
語
・
寺
社
縁
起
・
系
図
・
絵
図
・
武
具
・
地
理

環
境
等
の
様
々
な
資
料
を
駆
使
し
て
那
須
岳
｝
と

那
須
家
の
歴
史
を
描
い
て
い
る
。

　
は
し
が
き
・
あ
と
が
き
・
人
名
索
引
に
加
え
て
、

以
下
の
通
り
第
－
部
に
那
須
家
の
各
地
域
で
の
動

向
を
通
史
的
に
扱
う
六
章
分
、
第
亘
部
に
与
一
伝

承
に
関
わ
る
特
論
を
扱
う
四
章
分
が
配
さ
れ
る
。

　
第
－
部
　
那
須
与
一
と
那
須
家
の
歴
史

　
　
第
一
章
　
那
須
与
一
と
扇
の
的
　
　
平
家
物

　
　
語
の
叙
述
と
構
想
　
　
／
第
二
章
　
源
平
内

　
　
乱
の
な
か
の
那
須
家
／
第
三
章
那
須
野
狩

　
　
り
と
御
家
人
那
須
家
／
第
四
章
　
那
須
家
の

　
　
館
／
第
五
章
　
国
家
・
社
会
の
分
裂
・
統
合

　
　
と
那
須
家
／
第
六
章
　
戦
国
期
の
那
須
家
と

　
　
与
一
伝
承
の
再
生
（
以
上
、
山
本
隆
志
）

　
第
∬
部
　
与
一
伝
承
の
生
命
力

　
　
第
七
章
与
一
所
用
と
伝
え
る
太
刀
と
矢

　
　
（
近
藤
好
和
）
／
第
八
章
　
那
須
家
伝
来
の

　
　
甲
冑
（
近
藤
好
和
）
／
第
九
章
　
芭
蕉
の
訪

　
　
ね
る
那
須
家
の
史
跡
（
新
井
敦
史
）
／
第
十

　
　
章
　
「
那
須
与
＝
の
復
活
（
阿
部
能
久
）

　
第
一
章
で
は
入
名
や
筋
立
て
等
が
微
妙
に
異
な

る
『
平
家
物
語
出
諸
本
の
平
射
の
叙
述
を
整
理
し
、

第
二
章
で
は
元
暦
年
間
（
＝
八
四
～
八
五
）
の

瀬
戸
内
合
戦
や
鎌
倉
幕
府
成
立
期
の
関
東
の
抗
争

を
概
観
し
て
、
那
須
与
一
を
同
時
代
に
位
置
付
け

る
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
隔
に
見
え
る
那
須
御
房

左
衛
門
が
在
京
し
て
平
清
盛
に
仕
え
て
い
た
と
す

る
指
摘
は
興
味
深
い
。

　
第
三
章
で
は
、
建
久
四
年
（
＝
九
三
）
の
下

野
国
那
須
野
狩
り
や
、
鎌
倉
中
後
期
の
那
須
惣
領

家
と
下
野
・
瀬
戸
内
・
出
雲
等
の
那
須
一
族
・
庶

家
の
御
家
人
と
し
て
の
動
向
を
描
く
。
第
四
章
で

は
那
須
の
地
域
的
特
色
に
注
目
し
、
平
安
時
代
以

来
の
歴
史
的
背
景
や
風
土
、
那
須
家
の
館
、
雲
巌

寺
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
六
章
で
も
那
須
地
域

の
自
然
環
境
が
言
及
さ
れ
る
。

　
第
五
章
で
は
、
主
に
文
書
を
用
い
て
南
北
朝
期

～
室
町
期
の
那
須
惣
領
家
・
庶
家
・
那
須
衆
の
周

辺
勢
力
と
の
連
携
・
分
裂
の
様
相
を
詳
細
に
描
き
、

第
六
章
で
戦
国
時
代
に
お
け
る
与
一
伝
承
の
受
容

状
況
と
合
わ
せ
て
統
一
政
権
下
で
の
那
須
家
の
改

易
と
復
活
を
跡
付
け
る
。

　
第
七
章
・
第
八
章
で
は
、
中
世
武
具
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
踏
ま
え
て
、
与
一
所
用
と
記
す
文
献

史
料
と
武
具
の
実
物
を
検
討
し
、
成
高
角
太
刀
が

与
一
の
時
代
の
遺
品
で
あ
る
こ
と
、
与
一
奉
納
矢

が
年
代
未
詳
な
が
ら
中
世
に
遡
る
こ
と
、
標
糸
威
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胴
丸
が
室
町
時
代
の
典
型
的
な
様
式
で
あ
る
こ
と

を
解
明
。

　
第
九
章
で
は
、
芭
蕉
が
訪
ね
た
こ
と
で
新
た
な

伝
説
の
地
と
し
て
再
生
し
た
那
須
地
域
の
史
跡
を

扱
う
。

　
第
十
章
で
は
、
「
太
郎
」
を
代
々
の
仮
名
と
し

て
き
た
那
須
家
が
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
改
易
の
危

機
が
迫
る
中
で
、
『
乎
家
物
語
腫
等
を
通
じ
て
社

会
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
那
須
与
一
の
後
筒
で
あ

る
こ
と
を
誇
示
す
べ
く
仮
名
「
与
一
偏
を
復
活
さ

せ
、
や
が
て
与
一
宗
隆
を
元
祖
と
位
置
付
け
た
と

す
る
。

　
過
去
の
現
象
を
扱
う
際
に
、
事
実
は
史
学
、
伝

承
は
文
学
と
い
う
区
分
が
今
な
お
強
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
伝
承
と
て
歴
史
上
の
産
物
に
違
い
な

い
。
本
書
は
そ
の
研
究
方
法
を
鍛
え
て
い
く
際
の

好
例
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
（
四
六
判
　
二
八
四
頁
　
二
〇
一
二
年
三
月

　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
選
別
四
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
長
村
祥
知
　
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員
）

編
集
後
記

　
よ
う
や
く
九
五
巻
六
号
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
し
ば
ら
く
は
論
文
の
数
が
な

か
な
か
揃
わ
ず
、
編
集
作
業
も
滞
り
が
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
偶
然
そ
う
な
っ
て
い
る
だ
け

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
気
も
し
ま

す
。
研
究
の
水
準
が
年
々
上
が
っ
て
い
け
ば
、
そ

れ
に
見
合
う
だ
け
の
論
文
を
書
く
こ
と
も
ま
た
、

ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
特
に

研
究
を
始
め
た
ば
か
り
の
若
手
は
、
い
き
な
り
高

い
水
準
の
論
文
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
、

私
の
若
か
っ
た
頃
な
ど
よ
り
、
よ
ほ
ど
厳
し
い
研

究
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
変
だ
な
あ
（
普
段
後
輩
の
面
倒
も
見
ず
に

放
遣
し
て
い
る
私
が
番
う
の
も
何
で
す
が
）
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
夏
号
も
力
作
が
揃
い
ま
し

た
。
劉
論
説
で
は
秦
漢
時
代
に
文
書
～
通
で
人
ひ

と
り
の
履
歴
が
全
て
わ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の

に
驚
き
ま
し
た
。
野
口
論
説
で
考
察
さ
れ
て
い
る

甕
融
政
権
に
つ
い
て
私
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
非
常
に
興
味
を
引
か
れ
ま
し
た
。
大
河
内
論

説
で
は
、
史
料
を
ど
う
読
む
か
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
（
田
中
裕
介
）

お
詫
び
と
訂
正

史
林
九
五
巻
四
号
・
五
号
の
奥
付
に
お
き
ま
し
て
、

理
事
長
名
が
魍
上
原
正
人
』
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
『
上
原
真
人
』
で
し
た
。
謹
ん

で
訂
正
い
た
し
ま
す
。
関
係
者
の
砦
様
に
は
多
大

な
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。命

史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
江
8
　
＼
＼
≦
≦
≦
ω
三
ひ
Q
跨
爵
①
口
ζ
爵
鉱
壱
＼
ヨ
留
×
■
耳
巨

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

108 （930）

…㎜

B。
ﾟ
三
一
三
三
翻
定
価
一
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
五
巻
第
六
号
（
通
巻
第
四
九
六
号
）

　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
コ
を
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
匿
A
蹄
（
〇
七
五
）
七
五
三
雛
二
七
八
七

発
行
人

印
棚
所

鍵史

畷
　○学

上6
原締
　干
真互究

　五

瀟会

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
紐
二
九

中
村
印
棚
株
式
会
社


